
 

☎：  

10月15日は、国際衛生年の2008年に、ユニセフ（国連児童基金）など水と衛生の問題に取り組む国
際機関や大学、企業などによって定められた「世界手洗いの日（Global Handwashing Day)」で
す。この日を中心に、世界各国で石鹸を使った正しい手洗いを広める活動が行われています。 

手の平は一生懸命洗う人が多いかもしれませんが、指先、親指、指の間、手首などは不十分
になりやすいです。また、利き手は洗い残しが多くなるので、気を付けましょう。 

しっかりと石鹸液を泡立てること。泡立てることで、手全体や手のしわなどに石鹸液がいきわたります。  

2回手洗いを実施することで、ウイルスの除去効果があるというデータもあります。特に冬場のウイル
ス流行時のトイレの後は2回手洗いの実施をお勧めします。 

手洗いをしっかり行うと30秒はかかります。30秒の手洗いを身につけるために、砂時計やタイマーを置い 

て実施してみる方法もあります。30秒の手洗いを実感してみてください。 


